
スマート⽔産業と衛星利⽤
JAFICにおけるスマート⽔産業の
取組みと衛星データの活⽤
⼀般社団法⼈漁業情報サービスセンター
斎藤克弥

漁業情報サービスセンター
⽔産資源管理情報や⼤型クラゲ情報等の公益性の⾼い情報の収集配
信と、漁船や市場向けの有料情報サービスを展開。また関連する技
術開発を推進する。



スマート⽔産業と衛星利⽤
JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星
データの活⽤
• 世界の⽔産業の現状と⽇本の⽔産業の現状について
• スマート⽔産業について
• 衛星リモートセンシングの漁業利⽤とエビスくん
• SGLIと漁場、その他の衛星データの利⽤

• 新しい技術開発
• 海洋数値モデルの利⽤、AIなど先端技術を応⽤した漁場予測

• スマート⽔産業とデータ連携
• API等によるデータ連携、スマートブイネットワーク、異業種連携

• まとめ
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
世界の⽔産業の現状

JFA Annual 
report(2022)漁獲量の推移 養殖⽣産の推移

先進国は停滞～減少傾向、途上国は増加傾向
トータルでは高い生産量を維持している。

中国とインドネシアなどは急増傾向
養殖業は多種多様な生物が対象となるが、世界的には重
要かつ成長性の高い業種といえる 3



JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
⽇本の漁業の現状
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我が国の漁業・養殖業⽣産の推移
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JFA Annual report(2022)

⽇本の⽔産物の⽣産量は
1984年をピークに漸減、特
に遠洋漁業や沖合漁業で減少
幅が⼤きい。

更に近年、総じて⿂が獲れな
くなっている。粗密が激しく、
場所によって獲れる獲れない
が鮮明
直近ではコロナの影響も

世界の動向でも⽰したとおり、
⽔産業は決して斜陽産業では
なく、⽣産量を増やす可能性
を秘めている。⽇本は過去に
これだけの漁業⽣産を誇り、
これを荷受けする市場があっ
た。
また、⽇本周辺海域はこれを
⽀える資源豊富な海である。
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
⽇本の漁業の現状

Now 漁業法改正

1964 沿岸漁業等振興法

1996 国連海洋法条約批准

1997 海洋⽣物資源の保存及び
管理に関する法律

2001 ⽔産基本法

漁業所得の増加、
⿂介類⽣産の増加

200海⾥時代のス
タート

法律による漁業規制
（総量規制）の導⼊

サステイナブル漁業
資源評価・管理の強化

1977 ⽶国、ソ連の200海
⾥

世界基準の資源評価・管理
⽔産業の成⻑産業化

具体的な⽅向性が
スマート⽔産業

2015 SDGs
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資源評価・資源
管理の⾼度化

サステイナブル
漁業

JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
スマート⽔産業のイメージ

スマート⽔産
情報ネット

ワーク

海と⽔産業の
⾒える化

成⻑産業化

漁業や養殖に
必要な各種

データを取得

タブレットやPCや
スマホのアプリに
よる可視化

⽔温センサー
⾳響センサー等

スマートブイ 漁具センサー
⿂群探知機等

漁獲データデジ
タル化アプリ

スマート測器

洋上ネッ
トワーク

⽔産データ連携基盤
⾼レベルセキュリティと
ユーザビリティの両⽴

⽔産業の脱炭素化、新規や若⼿の就
業、IUU漁業対策、トレーサビリ
ティ、ナレッジの継承などにも貢献

海しる、気象、
商船など他機関
の情報

⼈⼯衛星などによる海洋モニタリング
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
衛星画像の漁業への応⽤

適⽔温（漁獲⽔温）
0℃ 30℃

カツオ
タラ類

スルメイカ

マイワシ

マグロ類

適海⾊（適クロロフィル濃度）

0.1μg/ℓ 10μg/ℓ

マイワシ
カツオ

タラ類

スルメイカ

マグロ類

︖

︖
︖ ︖

︖
︖

⼈の⽬⿂の⽬

最適な回遊ルート

はどこ︖
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
衛星画像（SGLI）と漁場形成

暖かい

冷たい

⾼濃度

低濃度

2018年10⽉21⽇のGCOM-C（しきさい）
/SGLIによる⽔温と漁場
三⾓はサンマ漁場、丸はカツオ漁場

2018年10⽉21⽇のGCOM-C（しきさい）
/SGLIによるクロロフィル濃度マップと漁場
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
⽔産で利⽤される様々な衛星画像

Fishing 
Light!

海⾯⾼度画像/流れの状況や下層の状況を把握でき
るため漁業情報として⾮常に有効

夜間可視画像 外国船の操業位置などを確認できるため漁
業情報としては⾮常に有効
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
沖合漁場での利⽤と効果（エビスくん）

エビスくんの効果
１ 漁場探索時間︔１５〜３３％短縮
２ 漁獲量︔ １０〜２５％増加
３ 給油削減率︔ ４〜２３％削減

２０１８年にエビスくん利⽤漁船４５２隻に対し、ア
ンケート調査を⾏い、１５０隻からの回答結果
後継者育成にも貢献

⾼精度⽔温図や気象情報を洋上の漁船
で⾒ることが出来るシステム
2008年よりスタート
夜間可視画像、海⾯⾼度などさまざま
な情報を⼀元的にみることが可能
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
新しい技術開発（海洋数値モデルと漁場予測）

• 海洋数値モデル
• 衛星リモートセンシングでは難しい、海
の中の様⼦を再現できる

• 海の予測ができる
• 過去の海のデータが得られる

• ⽔産からの視点
• 詳細な流れがわかる
• ⾃分が知りたい⽔深の温度がわかる
• 過去の海のデータと過去の漁場データを
学習させることで漁場予測などへの応⽤
ができる

• これからの時代は海洋数値モデル
のデータと衛星データはスマート
⽔産業の両輪となるデータ

Realtime 
data

Forecast 
ocean 
map

Forecast 
fishing 
ground 
map

Ocean 
model

Data from 
the past to 
the present

Fishing 
ground 
data

Machine 
learning

Knowledge base of 
fishing ground formation
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
新しい技術開発（AIを⽤いたサンマ漁場予測）
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
スマート⽔産業のカギ〜データ連携

OpenStreetMap

しらす漁場
データ

JAXA
衛星データ

海しる
漁業権データ

海上保安庁の「海しる」、衛星データ、⽔試の
収集した漁場データの連携（愛知⽔試提供）

市況情報

市況情報と海洋数値モデル（九⼤）
との連携
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各ブイデータ送信
県別の宛先を用意

JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星デー
タの活⽤
スマートブイネットワーク

To： sfo-
buoy-01-
hokkaido@XX

To： sfo-
buoy-39-
kochi@XX

WebAPI

メール受信
ブイ観測データ
変換／取込

ブイ
データ

ブイ
マスタ

リクエスト（WebAPI)
http://xxx/api/sfo/buoy/data/detail?id
={ブイID} … etc

GW

データ解析 アプリ

データ受信・集約 データ配信

ブイデータ（WebAPI）
ブイID,観測日時,深度(項目1),水温(℃)
XXXXXX,2021/10/31 09:00:40,10,21.5,21
XXXXXX,2021/10/31 10:00:40,10,21.7,21
…

Eメール
Eメール

水産海洋情報ネットワーク
システム

To： sfo-
buoy-16-
toyama@XX

Eメール

スマート
漁船

スマート
漁船

スマート
ブイ

現場データ（ブイ）のデータネット
ワークを構築
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JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
スマートブイネットワークによるデータ連携

スマート⽔産業推進基盤構築事業で開発のスマートブイネットワーク

試験運⽤をスタート、関連する事
業等に参加する機関のブイを順次
登録中
（この図は基盤構築事業でテスト
したブイを表⽰）

ブイデータの表⽰例 海しるとの連携試験も実施

JAFICドメインではなく独⾃ドメインを取得
スマートブイネットワークをみんなで活⽤、⽔産関係者やベン
チャーがデータ連携することで成⻑産業化に供する 15



JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
WEB-APIによるデータ連携（NTTドコモとの連携）

インターネット

衛星データ
ベース

養殖モニターブイ
ベンダークラウド
（NTTドコモ）

ブイ等閲覧アプリ

API

API

通常の携帯回線
（3G、4G）

通常の携帯回線
（3G、4G）

Web API(Application Program Interface)
検索やダウンロードなどのプログラムがwebに公開されてい
て、それをwebから利⽤者が⾃由に使って情報を引き出した
り、解析したりする。
この場合、ドコモはJAFICのAPIを使って衛星データをダウン
ロードする。

船
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商船

ShipDC

インターネット

JAFIC

JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
商船データの活⽤、異業種データ連携

Internet of Ships Open platform

• 漁船や調査船は減少傾向にあり
現場データ収集能⼒が落ちてい
る＝データの精度に影響

• 商船などのデータも積極的活⽤
して、情報の⾼精度化する

• 異業種データ連携のトライアル

• 海運の分野では商船のさまざまな
データを連携させるためのオープン
プラットフォーを構築している

• データはエンジンの情報などさまざ
まだが、この中に⽔温などの気象海
象データも含まれる

トライアルの全てのデータをプロット

HIMAWARI/AHIとの比較
17



JAFICにおけるスマート⽔産業の取組みと衛星データの活⽤
スマート⽔産業と衛星が連携した新しい世界へ

• 衛星データと現場データの連携による
スマート⽔産業の⾼度化
• 現場の測器で取得されたデータを補助する、
測器のない海域のデータを得る、⾯的な広
がりを把握する

• スマートブイネットワークなどデータ
連携基盤を基本としたデータ連携
• ダウンロードして、ソフト起動して、読み
込んで・・・というのは古い

• 衛星を衛星データと意識せず使えるAPIや
アプリの実現

• よりシンプルな情報連携

• 海洋GISの推進

• 衛星への期待
• 過去にニーズ調査などを実施、⾒たいとき
に⾒たい情報を簡単に、⾼解像度⾼頻度な
ど多くの意⾒が集められた

• ⾚潮のような沿岸の場合、衛星データに求
められる要求はシビア

• 海洋数値モデルとの連携

• 通信インフラ整備は現場実装のカギ
• ⼤容量化するデータ、洋上で⾃由にアクセ
スするには、これが最⼤のネック

• 本格的なデータ連携が始まる未来
• データポリシーやルールをしっかり、セ
キュリティをしっかりする
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